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【目的】

　DMSO 含有廃水は 、
　DMSO が嫌気条件で 悪臭物質に還元的に分解されるため紫外線に よ

る酸化処理後に生物処理が行われてい る。 また 、 好気条件下では DMSO の 生物分解が遅い た

め 、 装置規模の 拡大や滞留時間を長 くす る必要が ある。
これ らの こ とか ら 、 悪臭を発生させ

ない好気条件下での 効率よい 生物処理 が期待されてい る。その た めには 、
DMSO 生物処理過

程の微生物群集構造の解析をする必要がある。

　 そ こで本研究で は 、 好気条件で の DMSO の生物分解を目指 し、活性汚泥法を用い DMSO

含有廃水の 回分処理過程の 微生物群集構造解析お よび分解菌の探索を目的 とし、 キノン プ ロ

フ ァ イル と DGGE 解析に よ り微生物群集構造の 解析を行 っ た。

【方法】

　本大学排水処理施設内の活性汚泥を採取 して純水で洗浄し、 無機塩溶液に再懸濁 して 2 つ

の 三角フ ラス コ に入れた後、

一
方に DMSO を約 1500rngLLになるよ うに加え 、 30°C 、 120rpm

で振盪 し、 DO 約 6mg｛L に維持 して好気条件で培養 した 。 適宜サンプ リン グを行い、　pH、粒

状有機 炭素濃度、溶存有機炭素濃度（1）OC ）、 硫酸イオン 濃度、
　DMSO 濃度 、

　CTC 還元法によ

る呼吸活性菌数 、 DTAF 染色による総菌数、キノ ン の測定・分析 を行 っ た。容量が
一

定になる

よ うに無機塩溶液を加え、pH 　7．0 に調整 した。 汚泥 か らの キノ ン 抽出はク ロ ロ ホル ム ・メ タノ

ール 混合液（2：1，v／v，　C−M 溶液）を用い て 行 っ た 。
　DNA 抽出は 、 1％ PVPP を含む 1（imM リン 酸

緩衝液、 10％ SDS 溶液 、
　TE 緩衝液 と C−M 溶液を用い 、遠心分離後の水層を回収 し、

エ タノ

ー
ル 沈殿を行い TE 緩衝液に懸 蜀した もの を鋳型 DNA として PCR −DGGE 法を行 っ た。

【結果 と考察】

　実験開始後 、 DMSO 添加培養液の pH は徐々 に低下 し、
　DMSO の分解に伴い 生成される硫

酸イオ ン の濃度 上昇が確認 された 。 硫酸の 生成量 と DMSO の 減少 量が
一

致 ずるこ と と、

DMSO 添加培養液中の DOC と残留 して い る DMSO か ら換算した炭素量がほぼ同 じで あるこ

とか ら、 分解された DMSO は無機化され てい る こ とがわか っ た 。 実験開始 80 目目に リン酸

緩衝液 を加 えて pH 　7 に維持 した とこ ろ 、 総菌数あた りの 呼吸潘性菌数の 割合が増加 し
、 残留

して い た DMSO 約 500mg！L は 90 日目には｝まぼ無機化され てい た 。 90 日 目に DMSO を添加

した とこ ろ約 1100mgLLを 105 日目には ほぼ無機化 して お り、pH 調整するこ とによ りDMSO

の 分解は促進される ようにな っ た 。 80 日目以降は DMSO 添加培養液で は UQ −9 を持つ 微生

物が優占して い るこ とか ら、UQ −9 を持つ 微生物が DMSO の 分解に関与 してい る と推測で き

る 。 105 日目の DMSO 添加培養液 と DMSO 無添加培養液間の キ ノン プ ロ フ ァ イル の 非類似

度は 0，49 で あっ た 。
この UQ −9 を持つ 分解菌の 特定を行 うために PCR −DG （［｝E 法によ り得 ら

れたこの 菌に由来すると思われ るバ ン ドの塩基配列解読を行 っ て い る 。 さらに上記の DMSO

添加培養液を植種 として担体に生物膜 を形成させ 、
こ の 担体を充填した装置（浸漁濾床装置）

で の この廃水の 連続処理を行い 、 最適処理条件を明 らか に してい く。
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